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チーム 
                                校長 西野 國子 

チーム：ある目的のために協力して行動するグループ 

「およそ“最強のチーム”の原型は小学校にあると私は考えている。班活動で学んだこ

とは、もしかすると授業そのものより多いかもしれない。仲間と一つのものを作り上げ

る楽しさを覚えたこと、それによってやる気がどんどん引き出されたこと、そして何よ

り仲間と今まで以上に仲良くなれたことだ。やや大げさに言えば、ともに実力を最大限

に引き出すことができたわけだ。これは、他の何物にも替えがたい貴重な経験だろう。」 

（齋藤孝「人はチームで磨かれる」より） 

子供たちは学校の中で様々なグループに所属し、活動します。学習班、生活班、清掃班、

係、委員会、クラブ等。大きくは〇年〇組という学級に所属して、学級目標に向かって 

一年を過ごします。その中で、言い合いをしたり、喧嘩したりし、折り合いをつけたりし

ながら協力していくことを学びます。これは決して一人ではできません。学校はまた、学

力に加えて「非認知能力」を培う場でもあります。誠実さ、忍耐強さ、やり抜く力・・・。

この「非認知能力」が人生の成功において極めて重要だと言われます。そしてこの「非認

知能力」は人から学び、獲得するものです。まさに、「人はチームで磨かれるのです」。 

私が今でも忘れられないのは、小学校の６年生の時、家庭科の調理実習で材料から買い

出しに行き、作ったことです。待ち合わせの時刻、費用、材料を話し合って買い物をし、

誰が何を預かるか決めて、そして作ったサンドイッチは格別の味でした。 

残念ながら、今は班活動も制限される状況にありますが、チームで学んだことはこれか

らの人生で必ず生かされることと思います。 

月 火 水 木 金 土 
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テレビ朝会 
ふれあい月間始 

読書旬間始 
ペースランニング始 

新入学児保護者会 図書委員による
読み聞かせ（低） 

安全指導   

８ ９ １０ １１ １２ １３ 

テレビ朝会 
クラブ活動 

避難訓練 
５時間授業 

眼科健診 
１、３、５年 
４時間授業 

（教育会全体 
研究会のため） 

図書委員による
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建国記念の日 読書旬間終 
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土曜授業 
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児童集会 
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天皇誕生日 ６年生を送る会  食育集会 土曜授業 
ペースランニング終 

 

公開なし 

２月の行事予定  ※（清）は清掃あり 毎日特別時程です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童用パソコンについて 

視聴覚担当 

 近日中に児童の人数分のクロームブックが配備されます。筆箱と同じように毎日家庭へ持ち帰りする道

具の一つになります。その際は家庭での充電をお願いします。今年度は、週末に持ち帰ります。 
（一回フル充電で１円程度）小学校卒業の際に返却しますので、部品の一つ一つまで保管に十分ご注意く

ださい。通信データ量は月に５GB です。学校の授業と家庭学習のためのものです。他の用途で使用でき

ません。使いすぎると通信制限になってしまい、授業で使えなくなってしまうため、使い方にはお気を付

けください。検索内容は練馬区に記録されます。不具合 故障 紛失の際は学校に連絡してください。 
ガイドラインと同意書を配布しました。よく読んでいただき、２月１２日までに同意書の提出をお願い

いたします。 

事務室 

 

事務主任   

皆さんは「学校事務」と聞いて、何を思い浮べます

か。学校における学校事務職員の役割として、児童の

豊かな学び、安心できる学校生活・教育活動の支援

等、人事・庶務・経理・予算・物品・施設管理・広報とい

った幅広い業務を行政の視点に立ち、学校運営の一

端を担うことです。 

児童や保護者、地域の方と接する機会は決して多く

はありませんが、学校における唯一の行政職員として

の専門性と強みを生かし、先生方とともに様々な面から

学校づくりのサポートに務めています。「大六小の皆が

元気に学校生活を送ることのできる学校にしたい。笑

顔溢れる健やかな成長をこれからも見守り続けたい。」

そんな思いを抱きながら、教育支援を心掛けていま

す。今年は厳しいコロナ情勢の中、多くのお力添えを

いただき、開校５０周年を迎えることができました。これ

からも多くの方とその喜びや絆、つながりを大切に、学

校づくりに臨んでまいります。 

 

６年生 

６年生担任  

卒業式まで残り４０日を切りました。卒業に向けて、少しずつ意識し始めてきた６年生です。 

最高学年として、この１年間少しずつ成長してきました。新型コロナウイルスの影響もあり、例年行っ

ている１年生のお世話はできませんでしたが、クローバー遊びなどで関わり、今でも校庭で一緒に遊ぶ姿

が見られます。さらに、日々の委員会活動や係活動では、任された仕事をきちんと行い、目立たないとこ

ろでも活躍しています。５０周年記念式典では、呼びかけの声やリコーダーの音色、座る姿や立つ姿など

から、感謝の思いを伝えました。体育授業公開、展覧会など、大きな舞台では今までの経験を生かし、自

分たちのやってきたことを表現できました。最後の大舞台、卒業式。その日に向けて、残り少ない日々を

大切に過ごしてほしいと思います。 

 

保健室から 

 

主任養護教諭 

保健室では、来室した児童が自分で身体の様子

やけがをした経緯などを話し伝えることを大切に

しています。 

今年度は、マスクを着用している為、限られた

表情・情報の中で子供の様子を観察しています。

コロナ禍で新たな学校生活のルールの中で例年よ

りも多くストレスを感じている為か、身体の不調

を訴える児童も増えています。また、一斉休校で

長く外出・運動する機会が減ったためか、休み時

間・体育時のケガも増えています。 

来室が多くなっていますが、高学年の児童の心

温まる行動が見られる場面もあります。泣いてい

る低学年の児童が後から来室すると、「先生、先に

みてあげてよ」と言いながら、優しく接し座らせ

てくれています。学校生活の制限が増えています

が、小さな交流を大切にしながら、相手に自分自

身の言葉で伝えられるようになっていくこと大切

にし、健康な生活を送ることができる力を育てて

いきます。 


